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平成25年度保育内容（表現・造形）の実践報告



























































































































































3 お わ り に
本授業において，学生が保育者として身につけた造形表現の力とは，仕組みをつくることで創
造性を伸ばすことができる基本的な能力であろう。そのことに対する信頼感があればこそ，模擬
授業や造形活動の計画を立てていくことができたのである。そして授業の中でも保育者として振
る舞うことができるようになると，自然と造形に対する工夫もするようになっていった。また，
表現技法や立体造形に触れなかったことで，立体物を認識する力や素材に対する興味関心が低い
というマイナス点も見られた。本授業を通して，保育者としての資質の向上には，まず学生が保
育者として実践することの必要性を感じた。やってみることで分かる保育者としての態度を身に
つけることで，その後の学びの速度が加速することが最終課題を通して明らかになった。ただ，
自然と触れ合う機会が少なかったことは，まとめてみるとはっきり分かったことであり，今後課
題として取り組んでいきたい。
（1） 平成25年度の本学こども学科は150人の定員で，12～13人で1クラスという単位となっている。
保育内容（表現・造形）は，そのうちの4クラスが合わさった50人で行う演習授業である。
（2） 平井洋子，2004『絵画指導のアイディア＆ことばがけ』，ひかりのくに株式会社，pp.47
（3） 木谷安憲，2010「創造のきっかけを作るワークショップ『かいてみようシルエット』」，『大学美術
教育学会誌』，第42号，pp.103110
（4） 参考webサイト『ゆるふわ気球のモビールの作り方 ツクリスト』http://tukurist.com/homes/
detail/257（2013年6月27日アクセス）
（5） わたなべあや，2013『なのはちゃんとちいさなおともだち』，学研教育みらい
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注
図29 図30
（6） 参考資料 おおくぼともこ，2008『ヒンメリ―フィンランドの伝統装飾』，プチグラパブリッシン
グ
（7） エリック・カール著，もりひさし訳，1989『はらぺこあおむし』，偕成社
（提出日 平成25年9月26日）
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